





















Kotaro Yabu: Ambivalence about the location and interpretation of jujutsu textbooks published in 
the Meiji Period: Focusing on a multilayered structure woven by various elements surrounding 
jujutsu: Bulletin of Sendai University, 49 (1) : 1-15, September, 2017.
 
Abstract: This paper is to examine the meaning effect of jujutsu textbooks which were published 
and distributed in the Meiji era as a theme, while exploring the location of various elements 
around them. In particular, we will consider the following three points diversely, and extract the 
ambivalence of each. That is, firstly, we will examine the meaning that the jujutsu textbooks are 
published and circulated. Secondly, consider the change in the position of jujutsu in its textbook. 
Thirdly we try to understand the relationship between jujutsu textbooks and reading acts.
The results of the consideration are as follows.
Firstly, the variation of Jiu-Jitsu textbooks and the existence of various bearers indicated its 
plurality, but as long as the textbook was within the framework of the publishing and distribution 
system, it meant that it was polysomic.
Secondly, through jujutsu textbook, jujutsu had opportunities to become anonymous on the one 
hand, but new legitimacy was given to jujutsu on the other hand. The justification for its 
legitimacy was requested of nationality of "Japan", but its location is also polysomic.
Thirdly, readers gained visually advantage through the act of reading the illustration, and they 
were able to interpret the meaning of the textbooks subjectively. But jujutsu as a physical 
technique sought physical sensation and the existence of others, and because of that, it is thought 
that the relationship between the textbooks and the readers became unstable.
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が明治 20（1887）年当時で 42 銭，同じく石工
が 61 銭，また和服の仕立職の日当が 38 銭，同






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上で 2 度（1887 年 11 月 15 日・12 月 15 日）掲
載された，なお本注は「国文学資料館明治期出
版広告データベース」（http://base1，nijl，ac，
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発行年 書名 著者 / 編者 在地 出版社 / 者 出版地 定価 総頁
1 1887 兵法要務柔術剣棒図解秘訣：一名独稽古 井之口松之助 東京 青木嵩山堂 大阪 50 銭 114
2 1887 柔術剣棒図解秘訣（再版） 井之口松之助 東京 魁真楼 東京 35 銭 122
3 1888 拳法図解 久富鉄太郎 東京 須原鉄二 東京 40 銭 119
4 1890 柔術死活便覧 宮内清　編 東京 宮内清 東京 不明 42
5 1890 兵法要務武道図解秘訣：一名柔術剣棒図解秘訣後篇 井ノ口松之助 東京 井ノ口松之助 東京 50 銭 161
6 1892 柔術秘伝活法：一名・死人蘇生術 松本美乃　 東京 清明堂 東京 不明 43
7 1892 秘伝柔術：起倒雄心 横野鎮次　編 神戸 横野鎮次 神戸 10 銭 34
8 1893 天神真楊流柔術極意教授図解 吉田千春　磯又右衛門 東京 井口松之助 東京 50 銭 272
9 1893 兵法要務武道図解秘訣：一名柔術剣棒図解秘訣後篇 井之口松之助 東京 青木嵩山堂 東京 50 銭 161
10 1894 天神真楊流柔術極意教習図解（訂正版） 吉田千春　磯又右衛門 東京 大川錠吉 東京 50 銭 272
11 1894 天神真楊流柔術極意教授図解（訂正版） 吉田千春　磯又右衛門 東京 井口松之助 東京 50 銭 272
12 1894 柔術撃剣独習法：秘訣図解 横野鎮次　他 東京 矢嶋誠進堂 大阪 8 銭 119
13 1894 柔術撃剣独習法：秘訣図解 横野鎮次　他 東京 一二三館 大阪 不明 不明
14 1894 柔術秘伝図解：起倒雄心 横野鎮次　他 東京 尚武館 大阪 15 銭 41
15 1894 柔術秘伝図解：起倒雄心 横野鎮次　他 東京 吉岡平助 大阪 不明 不明
16 1894 日本柔術活法詳解 守永兵治 東京 守永兵治 東京 20 銭 50
17 1894 武道教範：第３編　振気流練体柔術 隈元実道 東京 振気館 東京 私版 162
18 1895 柔術撃剣独習法 : 秘訣図解（訂正増補版） 横野鎮次　他 東京 梅原出張店 東京 不明 不明
19 1895 武道教範 隈元実道 東京 武揚館 東京 55 銭 448
20 1895 撃剣と柔術図解 亀山大城　述 愛知 大成堂 愛知 20 銭 142
21 1895 柔術当身活之法：第一号 藤村金次郎 京都 梅松堂 京都 15 銭 10
22 1896 柔術演説筆記 岩瀬重周　述 鶴岡 松田蔵吉 鶴岡 非売品 18
23 1896 柔術生理書：死活自在接骨療法 井ノ口松之助 東京 魁真楼 東京 50 銭 195
24 1896 体育演武必携 隈元実道 東京 武揚館 東京 30 銭 144
25 1897 体育演武必携 隈元実道 東京 静思館 東京 不明 150
26 1897 撃剣柔術指南 米岡稔 東京 東京図書出版 東京 25 銭 188
27 1897 撃剣柔術指南 米岡稔 東京 聚栄堂大川屋 東京 25 銭 188
28 1897 体育動作壮年振気剣舞五千題 矢倉卯之輔　 京都 岡本遺業館 京都 不明 142
29 1898 柔術：武芸全書中之巻 久松定基 大阪 ? 武勇館 大阪 25 銭 92
30 1898 柔術撃剣早学：文宝堂叢書第 6 編 日東逸士 東京 ? 和田文宝堂 東京 30 銭 95
31 1898 早縄活法拳法教範図解 井口松之助　編 東京 魁真桜 東京 50 銭 90
32 1898 柔術：武芸全書第 2 編 菅原定基 大阪 ? 大阪武勇館 大阪 不明 92
33 1898 柔術極秘図解 菅原定基 大阪 ? 煕昭館 大阪 不明 90
34 1898 早縄活法柔術練習図解：一名警視拳法　 井口松之助　編 東京 青木嵩山堂 大阪 50 銭 97
35 1899 柔術練習図解：早縄活法 一名・警視拳法（2 版） 井口松之助　編 東京 岡島屋 東京 50 銭 97
36 1899 柔術及撃剣 藤川是道 大阪 ? 大阪同志館 大阪 不明 不明
37 1900 柔術講義（2 版） 岩瀬重周　述 山形 松田蔵吉 山形 不明 49
38 1900 柔術極秘真伝 久松時之助 東京 富田文陽堂 東京 不明 144
39 1900 奥伝柔道極意独習：初歩より初段まで 渥美義雄 不明 渥美義雄 不明 不明 116
40 1900 極意皆伝柔術早指南 菅原定基 大阪 ? 柏原圭文堂 大阪 不明 100
41 1900 極意図解柔道新教範 菅原定基 大阪 ? 富田文陽堂 東京 不明 244
42 1901 水練剣術柔術馬術銃猟弓術諸芸指南：日用百科全書第 50 編 太田才次郎 東京 博文館 東京 20 銭 271
43 1903 練体五形法 藍沢勝之 東京 藍沢勝之 東京 22 銭 90
44 1904 帝国尚武会柔道教授箋 富田頼良　編 東京 帝国尚武会 東京 会員 7
45 1905 柔術と撃剣 久松定基 大阪 ? 又間安次郎 大阪 不明 41
46 1906 戦捷記念日本魂：一名武道寶典 鈴木清三 東京 帝国尚武会 東京 会員 235
47 1906 撃剣ト柔術図解 亀山大城 愛知 大成堂 愛知 不明 142
48 1907 簡易柔術実用形 山本正道 大阪 藤谷崇文館 大阪 不明 94
49 1907 女式武道 山辺春正 東京 清水書店 東京 1 円 174
50 1907 小刀洋杖捕押へ柔術伝授 木村千太郎 神戸 木村千太郎 神戸 45 銭 48
51 1908 武道図解秘訣兵法要務：一名柔術剣術関係秘訣 井口松之助 東京 青木嵩山堂 大阪 不明 160
52 1908 柔術：武芸全書　第 2 編 菅原定基 大阪 大阪尚武館 大阪 不明 102
53 1908 大日本武徳会制定柔術形 磯貝一ら　編 東京 中沢明盛堂 京都 不明 90
54 1908 大日本武徳会制定柔術形：乱補之巻 磯貝一 等　解説 東京 便利堂 京都 1 円 50 銭 48
55 1908 大日本武徳会制定柔術形：解説 磯貝一 等　解説 東京 便利堂 京都 1 円 50 銭 67
56 1909 甲・乙・丙種科教授書（全 3 冊） 永井尚知 東京 帝国尚武会 東京 会員 不明
57 1909 帝国尚武会制定型詳解 永井尚知 東京 帝国尚武会 東京 会員 153
58 1909 増補訂正制定基本図解 永井尚知 東京 帝国尚武会 東京 会員 不明
59 1909 柔術記念帖 野口清 東京 帝国尚武会 天津 会員 不明
60 1909 柔道寶典日本魂 鈴木清三 東京 帝国尚武会 東京 会員 235
61 1909 柔術基本：精錬実験 山田嘉十郎 愛知 佑武館 愛知 不明 13
62 1909 関口流柔術自在：極意詳解 日詰忠明 不明 大学館 東京 30 銭 186
63 1910 帝国尚武会制定図絵 永井尚知 東京 帝国尚武会 東京 会員 127
64 1911 柔術教授書：奥秘龍之巻 深井子之吉 東京 帝国尚武会 東京 会員 254
65 1911 柔術教授書：奥秘虎之巻 深井子之吉 東京 帝国尚武会 東京 会員 336
66 1911 柔術独習書 古木源之助 栃木 制剛堂 栃木 1 円 50 銭 155
　＊ 本表の作成に当たり，以下を参照した．「武道文献目録Ⅰ（刊本の部）」『武道学研究』第 11 巻第 3 号付録，1979，13-14 頁．池田拓人「柔道関
係書の年代別出版状況に関する研究（１）」『武道学研究』第 31 巻第 3 号 ，1999，48-49 頁．国立国会図書館デジタルコレクション（http://





　＊累積番号 2 の教本は「再版」としたが，重版では無く，番号 1 の教本の他社刊版とみなした．
　＊帝国尚武会の会員向け教本の販売価格は概ね 1 円前後であり，一般の教本とほぼ同じ価格帯である．
明治期に出版された柔術教本の所在と解釈を巡る両価性
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